
　10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がスタートしました。那覇市では『ふれあいいきいきサロン事
業』や『緊急医療情報キット配付事業』、『ボランティア団体の活動助成』など、多くの活動に活用されています。那
覇市では41,342,000円を目標に企業・事業所や街頭、自治会、学校、個人など多くの皆様からご協力を頂いてお
ります。（10月8日現在、2,345,085円）赤い羽根共同募金は自分の地域の福祉活動に活用する募金です。多くの
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。（企画総務課：宮里、港川）
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※企業・団体様を対象に収集ボランティアの詳細説明も行
います。ご希望の際は、857-7766（担当：神田）までお
電話ください。訪問日程など調整させていただきます。

　9月30日に行われた那覇市地域ふれあいデイサービス｢敬老の祝い｣にて上映しました、90歳表彰者の方々の顔
写真の撮影を学校法人琉美学園沖縄写真デザイン工芸学校（白岩直明校長先生・滝畠豊美講師・生徒14名）へ依頼
しました。7～9月にかけて延べ55箇所ものふれあいデイサービスへ訪問いただきました。おかげさまで素敵な顔写
真を参加者の皆さまへお見せすることができ、会場全体が和やかな雰囲気に包まれました。改めて、感謝申し上げま
す。（ボランティアコーディネーター：神田）

　「地域の子は地域で育てよう」との想いで、地域のボランティアさんが運営しているコミュニティ型の子どもの居場
所の継続には、地域の理解と協力はもとより企業の皆さんからの物心両面の支援が必要です。
　日頃の活動報告を通して、居場所同士のネットワークづくりや、地域や企業との連携強化を盛り上げていくことを
目的に、以下のとおりフェスタを開催いたします！皆さまのご来場を心よりお待ちしてま～す♪

　奈良県で４年前からおもちゃドクターをしていた宮里勉さんが定年退職後、古里の那覇市に帰ってきて5月から活
動をスタート。一緒におもちゃを直すドクターやナースを募集しています。そこで今回は、日本おもちゃ病院協会へ講師
派遣依頼を行い、下記の日程にて｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣を
開催します。おもちゃドクターはぬいぐるみやラジコン、オルゴールや電子
ゲームなど壊れたおもちゃを直すボランティア活動になります。詳しくは
本会までお問合わせください。(ボランティアコーディネーター：神田）

“子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”
=　 　でつながる食と学びのゆいまーる　＝

赤い羽根共同募金運動がスタートしました！！

※順不同

ボランティア募集
1098-857-7766

ご自宅にて使わなくなったタオルがございましたら、是非ご提供
をお願い致します。12月に開催予定の‘歳末おそうじ隊’事業に
使用させていただきます。

使い古しタオルの収集

ボランティア活動をご希望の
方は、ボランティアセンターへ
の登録と活動保険加入をお願
いしております。

情報の見方　①活動内容　②日時　③場所　④駐車場　⑤人数　⑥条件　⑦備考 ボランティア担当：神田・高橋

11月
令和元年 11月1日

こわれたおもちゃを修理する
｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣のご案内

学校法人琉美学園
沖縄写真デザイン工芸学校によるボランティア活動

インフォメーション

日時：2019年11月30日（土） 12:00～17：00　
場所：沖縄県総合福祉センター ゆいホール【那覇市首里石嶺町4丁目373-1】
内容：①基調講演：テーマ）子どもの居場所の意義・役割・期待されること
 ～関係機関との連携強化と多世代の居場所づくり～
  講師）山崎美貴子（神奈川県保健福祉大学名誉教授・東京ボランティア市民活動センター所長）
 ②質疑応答・グループディスカッション
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動をスタート。一緒におもちゃを直すドクターやナースを募集しています。そこで今回は、日本おもちゃ病院協会へ講師
派遣依頼を行い、下記の日程にて｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣を
開催します。おもちゃドクターはぬいぐるみやラジコン、オルゴールや電子
ゲームなど壊れたおもちゃを直すボランティア活動になります。詳しくは
本会までお問合わせください。(ボランティアコーディネーター：神田）

⑦窓口までお持ち願います。
日時：令和元年11月20日(水) 13:30～16:00
 11月21日(木) 9:30～16:00(2日間)
場所：沖縄県立博物館 実習室
対象：那覇市内在住で概ね60歳以上の方

初開催 “子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”“子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”
=　 　でつながる食と学びのゆいまーる　＝

先着200名
（子どもの居場所に

関心のある方なら
どなたでも）



この広報誌は、共同募金の配分並びに皆様からの社協会員費により作成されています。

地域をつなぐ

とは？
CSW（　　　　  ）コミュニティー

ソーシャルワーカー

　危険度が高いと言われている大地震が、もしも沖
縄近海で発生したら…。昨年自主防災組織を立ち上
げた具志自治会は、地域の大運動会としては初の試
みで会場内にちょっと特殊なブースを設けました。
　子ども達の防災意識を高めたいという視点から、
㈱アースウイングによる「百均商品等でそろえる非常
用持ち出し袋」といった今日から始められる備えを特
設展示。私ども那覇社協からも「謎解き防災スタンプラリー」と題してパネルやクイズ形式で、100名近くの子ども達へ災害に役立
つ情報を紹介♪防災について家族で考えるきっかけになれば嬉しいです。
　これからも地域の身近な相談機関として、出来る限りのお手伝いをいたします！ （小禄地区CSW：上原）

　10月8日、気持ち良い青空の下、障害をお持ちの方々の就労支援・生活支援等を行っている『ＮＰＯ法人ふぃーるど・ぱわー』と
『那覇第三民生委員児童委員協議会』の地域交流グランドゴルフ大会が、那覇市牧志の緑ヶ丘公園で開催されました！同じ地域で
過ごす仲間として、より良い交流ができるようにと企画されたもので、当日は、皆さんのナイスショットに歓声があがったり、大会後
のくじ引き大会で盛り上がったりと、
終始笑いの絶えない楽しい時間とな
りました。
　どんな活動を始めるにも、まずは
『相手の事を知る』ことが大事ですよ
ね！私達社協は、そんな繋がりづくりの
お手伝いをしています。気軽にお声か
けください♪(那覇地区ＣＳＷ：保良)

設展示。私ども那覇社協からも「謎解き防災スタンプラリー」と題してパネルやクイズ形式で、100名近くの子ども達へ災害に役立設展示。私ども那覇社協からも「謎解き防災スタンプラリー」と題してパネルやクイズ形式で、100名近くの子ども達へ災害に役立
つ情報を紹介♪防災について家族で考えるきっかけになれば嬉しいです。
設展示。私ども那覇社協からも「謎解き防災スタンプラリー」と題してパネルやクイズ形式で、100名近くの子ども達へ災害に役立
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過ごす仲間として、より良い交流ができるようにと企画されたもので、当日は、皆さんのナイスショットに歓声があがったり、大会後

　9月24日、大道区自治会にて、地域見守り隊結成式が行われました。見守りフォーラム
に参加され、見守り隊の必要性を感じた真和志第１民児協の村上会長が、大道区自治会
の森会長と話し合いを重ね、地域の協力者を募り、結成の運びとなりました。
　昔からの町並みと新しい住宅が混在している大道区は、一歩町中に入ると、行き止ま
りの道やなだらかな坂が多い地域となっています。私達ＣＳＷも見守り隊の皆さんと地域
歩きに参加させていただいたのですが、地域の子供から高齢者まで、声を掛けながら、立
ち話を行う場面もあり、日頃からの繋がりが感じられる見守り活動となっていました。
　これからも、安心・安全な地域づくりを皆さんと一緒に行っていきたいと思います。（首里地区ＣＳＷ：玉城）

社会福祉法人 那覇市社会福祉協議会

NO.74
生活する上でちょっとした困り事を抱えている人の相談に応じて、解決
に向かうためのお手伝いをする『個別支援』と、子どもから高齢者まで、
みんなが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、見守りや支え合いの
ネットワーク作りを進める『地域づくり』を行っています！

　9月24日、大道区自治会にて、地域見守り隊結成式が行われました。見守りフォーラム　9月24日、大道区自治会にて、地域見守り隊結成式が行われました。見守りフォーラム

大道区自治会 地域見守り隊結成式（認証第46号）

コミュニティーソーシャルワーカー通信 ボ ラ ン テ ィ ア ア ラ カ ル ト

具志自治会 防災運動会

　毎年恒例となりました‘敬老の日’地域社会貢献活動が、今年も9月27日に
実施されました。今回は手すりの取りつけを行いました。手すりを取りつけて頂
いた方からは、「縦向きの手すりがあるだけで助かる」と大変喜んでいました。
T＆T様の企画と、細やかなお心遣いに御礼申し上げます。
（ボランティアコーディネーター：神田）

　9月24日、那覇市総合福祉センターにて補助金活用団体の代表者連絡会
を開催しました！今回初めて19時～21時で夜間の開催を試み、14団体中13
団体に来ていただきました。お仕事終了後、かけつけてくださりありがとうご
ざいます。
　行政担当者から次年度以降の話や各居場所での報告・情報共有が行わ
れ、居場所の方々から「キーワードは地域で子どもを見守る、大人のつなが
り、自主的な活動」「考え方の転換、ヒントがもらえて元気になった」など、話し
合いの中から気づきを得られただけでなく、お互いの想いを知ることで今後
の活動のモチベーションにも繋がっているのだと感じました。

　私ども“糸”も代表者の方々に気づかされ、学ばせてもらいました。ありがとうございました。
（子どもと地域をつなぐサポートセンター糸：上原）

　介護資格を持っていない人でも清掃や洗濯、調理などの「家事援助」サービスを提供することができる「生活支援訪問型サービス
A」の従事者養成研修が9月25～27日、那覇市内でありました。受講生8人が老化や認知症への理解を深め、介護の基礎知識やコ
ミュニケーション、手法を学びました。修了者はヘルパーさんら介護専門職が担っていた「家事援助」サービス（１回60分未満）を担え
るようになり、介護関係の事業所で働くことができるようになります。受講生たちは3日間で合計16時間、みっちり学びました。高齢
者の疑似体験では、おもりが入ったベストや視界が狭くなるゴーグルなどを装着して階段の上り下りなどに挑戦。当たり前にできて
いた動作ができないという不自由さなどを体験し、「杖で生活している母の大変さが分かった」「急かさないで、ゆったりした気持ち
で見守りたい」と実感していました。（生活支援コーディネーター：浦崎）

ふぃーるど・ぱわー×那覇第３民児協 グランドゴルフ大会開催！

《企業の社会貢献活動》 株式会社T&T

生活支援従事者養成研修 8人が修了 家事援助など学ぶ

子どもの居場所代表者連絡会 13団体が意見交換！
初の
夜開催
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T＆T様の企画と、細やかなお心遣いに御礼申し上げます。
（ボランティアコーディネーター：神田）

　9月24日、那覇市総合福祉センターにて補助金活用団体の代表者連絡会
を開催しました！今回初めて19時～21時で夜間の開催を試み、14団体中13
団体に来ていただきました。お仕事終了後、かけつけてくださりありがとうご
ざいます。
　行政担当者から次年度以降の話や各居場所での報告・情報共有が行わ
れ、居場所の方々から「キーワードは地域で子どもを見守る、大人のつなが
り、自主的な活動」「考え方の転換、ヒントがもらえて元気になった」など、話し
合いの中から気づきを得られただけでなく、お互いの想いを知ることで今後
の活動のモチベーションにも繋がっているのだと感じました。

　私ども“糸”も代表者の方々に気づかされ、学ばせてもらいました。ありがとうございました。
（子どもと地域をつなぐサポートセンター糸：上原）

　介護資格を持っていない人でも清掃や洗濯、調理などの「家事援助」サービスを提供することができる「生活支援訪問型サービス
A」の従事者養成研修が9月25～27日、那覇市内でありました。受講生8人が老化や認知症への理解を深め、介護の基礎知識やコ
ミュニケーション、手法を学びました。修了者はヘルパーさんら介護専門職が担っていた「家事援助」サービス（１回60分未満）を担え
るようになり、介護関係の事業所で働くことができるようになります。受講生たちは3日間で合計16時間、みっちり学びました。高齢
者の疑似体験では、おもりが入ったベストや視界が狭くなるゴーグルなどを装着して階段の上り下りなどに挑戦。当たり前にできて
いた動作ができないという不自由さなどを体験し、「杖で生活している母の大変さが分かった」「急かさないで、ゆったりした気持ち
で見守りたい」と実感していました。（生活支援コーディネーター：浦崎）

ふぃーるど・ぱわー×那覇第３民児協 グランドゴルフ大会開催！

《企業の社会貢献活動》 株式会社T&T

生活支援従事者養成研修 8人が修了 家事援助など学ぶ

子どもの居場所代表者連絡会 13団体が意見交換！
初の
夜開催



　10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がスタートしました。那覇市では『ふれあいいきいきサロン事
業』や『緊急医療情報キット配付事業』、『ボランティア団体の活動助成』など、多くの活動に活用されています。那
覇市では41,342,000円を目標に企業・事業所や街頭、自治会、学校、個人など多くの皆様からご協力を頂いてお
ります。（10月8日現在、2,345,085円）赤い羽根共同募金は自分の地域の福祉活動に活用する募金です。多くの
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。（企画総務課：宮里、港川）

ボランティアセンターだより

ボランティアBOX 取組団体（10月受付団体）
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〒901-0155 那覇市金城3丁目5番地の4
（那覇市総合福祉センター内）

7766volu@nahasyakyo.org
那覇市ボランティア・市民活動センター
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QRコードで
市社協情報を
ゲット！！

※企業・団体様を対象に収集ボランティアの詳細説明も行
います。ご希望の際は、857-7766（担当：神田）までお
電話ください。訪問日程など調整させていただきます。

　9月30日に行われた那覇市地域ふれあいデイサービス｢敬老の祝い｣にて上映しました、90歳表彰者の方々の顔
写真の撮影を学校法人琉美学園沖縄写真デザイン工芸学校（白岩直明校長先生・滝畠豊美講師・生徒14名）へ依頼
しました。7～9月にかけて延べ55箇所ものふれあいデイサービスへ訪問いただきました。おかげさまで素敵な顔写
真を参加者の皆さまへお見せすることができ、会場全体が和やかな雰囲気に包まれました。改めて、感謝申し上げま
す。（ボランティアコーディネーター：神田）

　「地域の子は地域で育てよう」との想いで、地域のボランティアさんが運営しているコミュニティ型の子どもの居場
所の継続には、地域の理解と協力はもとより企業の皆さんからの物心両面の支援が必要です。
　日頃の活動報告を通して、居場所同士のネットワークづくりや、地域や企業との連携強化を盛り上げていくことを
目的に、以下のとおりフェスタを開催いたします！皆さまのご来場を心よりお待ちしてま～す♪

　奈良県で４年前からおもちゃドクターをしていた宮里勉さんが定年退職後、古里の那覇市に帰ってきて5月から活
動をスタート。一緒におもちゃを直すドクターやナースを募集しています。そこで今回は、日本おもちゃ病院協会へ講師
派遣依頼を行い、下記の日程にて｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣を
開催します。おもちゃドクターはぬいぐるみやラジコン、オルゴールや電子
ゲームなど壊れたおもちゃを直すボランティア活動になります。詳しくは
本会までお問合わせください。(ボランティアコーディネーター：神田）

“子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”
=　 　でつながる食と学びのゆいまーる　＝

赤い羽根共同募金運動がスタートしました！！

※順不同

ボランティア募集
1098-857-7766

ご自宅にて使わなくなったタオルがございましたら、是非ご提供
をお願い致します。12月に開催予定の‘歳末おそうじ隊’事業に
使用させていただきます。

使い古しタオルの収集

ボランティア活動をご希望の
方は、ボランティアセンターへ
の登録と活動保険加入をお願
いしております。

情報の見方　①活動内容　②日時　③場所　④駐車場　⑤人数　⑥条件　⑦備考 ボランティア担当：神田・高橋

11月
令和元年 11月1日

こわれたおもちゃを修理する
｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣のご案内

学校法人琉美学園
沖縄写真デザイン工芸学校によるボランティア活動

インフォメーション

日時：2019年11月30日（土） 12:00～17：00　
場所：沖縄県総合福祉センター ゆいホール【那覇市首里石嶺町4丁目373-1】
内容：①基調講演：テーマ）子どもの居場所の意義・役割・期待されること
 ～関係機関との連携強化と多世代の居場所づくり～
  講師）山崎美貴子（神奈川県保健福祉大学名誉教授・東京ボランティア市民活動センター所長）
 ②質疑応答・グループディスカッション
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動をスタート。一緒におもちゃを直すドクターやナースを募集しています。そこで今回は、日本おもちゃ病院協会へ講師
派遣依頼を行い、下記の日程にて｢おもちゃドクター養成講座(入門編)｣を
開催します。おもちゃドクターはぬいぐるみやラジコン、オルゴールや電子
ゲームなど壊れたおもちゃを直すボランティア活動になります。詳しくは
本会までお問合わせください。(ボランティアコーディネーター：神田）

⑦窓口までお持ち願います。
日時：令和元年11月20日(水) 13:30～16:00
 11月21日(木) 9:30～16:00(2日間)
場所：沖縄県立博物館 実習室
対象：那覇市内在住で概ね60歳以上の方

初開催 “子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”“子どもの居場所応援フェスタinなは・うちな～”
=　 　でつながる食と学びのゆいまーる　＝

先着200名
（子どもの居場所に

関心のある方なら
どなたでも）


